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＜環境経営方針＞

樋口建設株式会社

環 境 経 営 方 針

樋口建設株式会社は、雄大な桜島、豊かな恵みを育む錦江湾に注ぐ甲突川を望む地に

あって、当社の主事業としての土木工事を通して、より積極的に環境保全に取り組み、

地球に優しく、地域環境を守り、地域社会に貢献していくという大きな使命と責任を

果たしてまいります。

　＜行動指針＞

１．環境法令・条例等の法的要求事項やその他の要求事項を順守します。

２．省エネルギー、資源の有効利用を目指して、環境負荷削減に取り組みます。

　（１）電気使用量の削減

　（２）社用車、重機の燃料使用量削減

　（３）一般・産業廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）の推進

　（４）環境配慮事業の推進

　（５）地域社会への環境活動参加

　これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、

　継続的な改善に努めます。

３．環境経営方針は全従業員に周知するとともに、社外に公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：平成２３年２月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改訂日：令和  ４ 年４月１日
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Ⅰ 会社の概要（認証登録範囲）

　１．事業所及び代表者名

　　　樋口建設株式会社

　　　代表取締役　米盛 昭人

　２．所在地

　　　本　　社：〒890-0021　鹿児島県鹿児島市小野3丁目1371番地（敷地 1743ｍ
２
）

　　　資材置場：〒890-0021　鹿児島県鹿児島市小野3丁目1189番地（敷地   845ｍ２）

　３．環境管理責任者及び担当者・連絡先

　　　環境管理責任者　野村 伸一（専務取締役）

　　　環境事務局　　　白川 桂子

　　　連絡先　TEL　　099-220-5550　　FAX　099-220-5552

　　　E-mail　higuchia@mocha.ocn.ne.jp

　４．法人の設立

昭和36年（1961年）6月

　５．事業の内容

　　【建設業】建設業の許可：鹿児島県知事（特ー 5）第570号

　　　　　　　有効期限：令和５年4月27日～令和10年4月27日

　　　　　　　業種：土木、とび・土工、石、舗装、解体工事業

　６．事業の規模

　　　従業員：8人

　　　売上（事業年度）：136百万円（令和4年度：令和4年6月1日～令和5年5月31日）

　７．組織体制

代表者
代表取締役 米盛 昭人

環境管理責任者
専務取締役 野村 伸一

環境事務局
白川 桂子

建
設
部
門

建設部

総
務
部
門
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令和元年度 令和2年度 令和3年度

R元/6～Ｒ2/5 R2/6～Ｒ3/5 R3/6～Ｒ4/5

kWh 5,818 5,865 8,395

kg-CO2 2,793 2,815 4,030

ℓ 15,349 12,119 9,910

kg-CO2 38,290 29,987 24,537

一 般 kg 172 179 290

産 業 ｔ 517 517 610

基準値

（R3年度） 目　標　値 実　績　値

R3.6～R4.5

 kWh 8,395 8,311 7,700  
 kg-CO2 4,030 3,990 3,696 達成

増減率 △1％ △8％

ガソリン 3,929 3,890 4,275

軽　油 ℓ 5,871 5,812 11,148

灯　油 110 109 108
 kg-CO2 24,537 24,292 38,947

増減率 △1％ ▲59%

kg 資源化量/排出量 283/283

% ﾘｻｲｸﾙ率100% 100% 100%

ｔ 610 604 369

増減率 △1% △40％

件 2 2 2 達成

回 12 12 12 達成

　　　　・地下水を汲み上げ、生活用水に使用しています。鹿児島市請負の道路散水は、会社

※電力のCO2排出係数は、九州電力令和2年度調整後排出係数 0.480kg-CO2/kWhで遡って算出

　　　　　横を流れる小川を汲み上げ利用しています。

　　Ⅲ．令和4年度環境経営目標と実績

未達

　　　　令和4年6月1日から令和5年5月31日迄の目標と計画及び実績についての評価を

　　　　・事務用品、土木工事で使用する資材等を購入しています。

達成
廃
棄
物
削
減

一般

燃
料
削
減

達成

令和4年度

電気使用量削
減
(動力・照明)

　　　　・廃棄物量は、土木工事のコンクリート・アスファルト殻等があります。

車燃料使
用量

　　　　・二酸化炭素排出量は、燃料（ガソリン、軽油、灯油）及び本社事務所の電力です。

　二酸化炭素
排出量

電気使用
量

廃棄物排出量

　　　    行いました。　

　　Ⅱ．主な環境負荷の実績

　　　　　過去3年間の環境負荷の実績は次の通りです。

　　1）当社での環境負荷

単　位項　　目

　　　　・二酸化炭素排出及び地下水の削減、廃棄物の資源化等に取り組みます。

　　　　・環境配慮として環境保全活動や地域環境保護活動に積極的に取り組みます。

　　2）環境負荷低減の目標

※電力のCO2排出係数は、九州電力令和2年度調整後排出係数 0.480kg-CO2/kWhで遡って算出

単　位

Ｒ3.6～Ｒ4.5
評 価

項　　　目

　　3）環境経営目標とその実績

地域清掃

産業

環境配慮事業
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Ⅳ．令和4年度環境経営活動実施内容と目標達成評価
（目標達成評価）

　１．二酸化炭素の排出量を削減する。

　（1）電気使用量の削減（目標、令和３年度比1％削減） 8%削減で大幅達成

　　　①未使用時の電気製品のスイッチをこまめに切る。 ○

　　　②夏は、窓を開け自然の風を取り入れる。 ○

　　　③空調の温度設定は28度程度に設定する。 ○

　　　④効果的な節電方法をＱＣ会議にて発表、節電の啓発を行う。 ○

　（2）燃料使用量の削減（令和３年度比1％削減） 59%増加で未達成

　　　①アイドリングストップを実施する。 ○

　　　②車間距離を守り、急発進、急加速、急停車をしない。 ○

　　　③定期的に運搬車輌、重機等の点検、整備を実施する。 ○

　　　④過積載をしない ○

　　　⑤エンジンの空吹かしをしない。 ○

　　　⑥事前に現場を確認する。 ○

　　　⑦重機等の点検・整備と効率的運転の実施 ○

　2．廃棄物の削減

　（1）一般廃棄物排出量（紙くず）（リサイクル100%） ﾘｻｲｸﾙで100％で達成

　　　①コピー用紙の裏面をコピー、メモに利用 ○

　　　②一般ゴミとの分別実施 ○

　（2）産業廃棄物の削減（令和３年度比1%削減） 31%減で大幅達成

　　　①分別の徹底 ○

　　　②工事現場内での産廃（副産物）の循環使用 〇

　　　③現場副産物の再利用可能材料の資材置場保管 ○

　３．環境配慮事業の推進（環境配慮件数2件以上） 2件改善実施で達成

　（1）市請負道路散水は、会社敷地横の小川を汲み上げ、使用する。 ○

　（2）市請負道路降灰清掃スイーパーの低騒音対策（低速走行） ○

　４．地域清掃活動-会社周辺-（12回以上/年） 12回清掃実施で達成

　（1）会社周辺地域の道路の清掃・空缶拾い等を行う。 ○

　（2）市請負道路降灰清掃スイーパーの低騒音対策（低速走行） ○

Ⅴ．令和５年度環境経営活動計画

　４．電気使用量削減に向け、緑のカーテンに再チャレンジする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：実施　△：一部実施　×：未実施

　１．令和4年度の活動項目を継続する。

　２．燃料削減に向け、エコドライブの啓発と実践を強化する。

　３．紙削減に向け、ミスコピー低減、社内の通達や保管資料の電子化の取り組む。
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基準値 令和5年度 令和6年度

（R3年度） 目標値R3比 目標値R3比

R2.6～R3.5 Ｒ5.6～Ｒ6.5 Ｒ6.6～Ｒ7.5

 kWh 8,395 8,227 8,143

 kg-CO2 4,030 3,949 3,909

増減率 △2％ △3％

ガソリン 3,929 3,850 3,811

軽　油 ℓ 5,871 5,754 5,695

灯　油 110 108 107

 kg-CO2 24,537 24,046 23,801

増減率 △2％ △3％

kg 資源化量/排出量 / /

% ﾘｻｲｸﾙ率100% ﾘｻｲｸﾙ率100% ﾘｻｲｸﾙ率100%

ｔ 610 598 592

増減率 △2％ △3％

件 2 2 2

回 12 12 12

鹿児島市環境保全条例

・作成と実績記録の保存（1年間）

・環境管理登録事業所の環境管理指針の順守

・定期実績報告（1回/年）及び3年毎の更新申請

・使用済み自動車の引取業者引渡し

フロン排出抑制法
・廃棄時のフロン回収・破壊の許可業者委託と管理票3年保管

　浄化槽法 ・保守点検（1回/月）、清掃（1回以上/年）、水質検査（1回/年）

　家電リサイクル法

　資源有効利用促進法

産業

単　位

電気使用量削減
(動力・照明)

燃
料
削
減

ロードスイーパーの騒音は、低速走行で改善しました。（令和5年６月１６日現在）

該当する項目

・一般廃棄物収集運搬・処分の業者との委託契約

・産業廃棄物管理票交付と保管、交付状況の行政報告（毎年6/30迄）

・産業廃棄物置場の表示と整理整頓、自社運搬時の表示と管理票の携行

・新車購入時のリサイクル費用負担

・家庭電化製品の資源の有効利用（長期間使用）

・社用のテレビ、冷蔵庫、家庭用エアコンの適正処理、ﾘｻｲｸﾙ料負担

・業務用エアコンの漏洩定期点検実施（別途7.5KW以上は業者点検）

　自動車リサイクル法

法　規　名

　廃棄物処理法

Ⅵ．中期環境経営目標（令和5・6年度）

環境関連法規制等の順守状況を評価した結果、環境法規制等の逸脱はありません。

尚、法的違反や訴訟はEA21導入以来ありません。地域住民からの苦情もありません。道路清掃の

・指定再資源化商品（パソコン）のなるべく長期間使用

・メーカーへの引渡し

・特定建設資材と再生資源の利用量の把握等による計画

項　　　目

地域清掃

Ⅶ．環境関連法規制等の遵守状況、法違反、訴訟等の有無

　　法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

環境配慮事業

　再生資源利用省令

3ヵ年目標・計画の残り2年間の目標は、次の通りです。

廃
棄
物
削
減

一般

 ６



　　環境負荷削減の成果は出ていますが、まだ改善に余地は多くありますので一歩一歩改善に

　　とりが意識的に無駄・無理を無くす行動を取り、目標達成を目指します。

Ⅷ．令和4年度代表者の見直し結果

1．令和4年6月から令和5年5月までの間の総括見直しを令和5年5月30日に行いました。

　　環境負荷削減は、社用車燃料の削減が未達で、他は達成する事が出来ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

５．地域への環境貢献については、当社の業務を生かした地域環境貢献に積極的に取り組みつつ

　　あり、今後も環境教育や環境意識を向上させ、ボランティア活動で地域貢献に取り組みます。

　　全社員で取り組んでいきます。

2．令和6年度までの3ヵ年計画を策定し、令和３年度の基準値から削減目標を1％ずつ引き上げ

　　改善活動を推進中です。

３．システム運用に関しては、システムの理解と社員の協力で、新年度より、

　　より一層の定着化を目指します。

４．令和5年度目標達成に向けてEA２１マネジメントシステムの定着を図り、全従業員一人ひ

 ７


